
 

 

News release 

  

 

＊本ニュースリリースは、英国で 2月 27日に配信されたものの日本語版です。 

2013年最大のビジネスリスクは価格プレッシャーとコスト削減 

 
・ 規制およびコンプライアンスによるリスクは第 1位から第 7位に下落 

・ 2013年のビジネスチャンス上位には、イノベーションと急成長市場における需要の 

拡大がランクイン  
 

・ 企業の考え方にも変化 – もはや経済の不透明性解消を待ってはいない  

ロンドン、2013年 2月 27日 

 世界経済の見通しがいまだ不透明である中、企業は経済の好転を待つことをやめ、コスト削減や効率

性の向上による自社事業の最適化に集中しています。 

このトレンドは、アーンスト・アンド・ヤングが本日発表した報告書、「ビジネスパルス： 新たなビジネス

の脈動 Top10 リスク&チャンス」で明らかにされています。2008年に開始した本シリーズでは、21カ国

641社の経営幹部を対象として調査することにより、世界の企業が直面するリスクとビジネスチャンスの

動きを追っています。 

2013年最大のリスクとして各社が強調したのは価格プレッシャーです。先進国市場の縮小に対して、

収益性を維持する何らかの方法が必要であることは、多くの経営幹部が認めています。この事実は、

新たなビジネスチャンスを創出するためにイノベーションと急成長市場へと方向を転換している、という

企業の姿勢からも読み取ることができます。かつて、規制とコンプライアンスに関わるリスクに重点を置

き、最大のビジネスチャンスは事業戦略の実践であるとしていた 2011年当時の姿とは大きく変化して

います。 

本報告書の調査結果について、アーンスト・アンド・ヤングのグローバル・リスク・リーダーを務めるラ

ンダル・ミラーは、「先進国市場の低迷と激しい価格競争の中、世界は長い間、発展のビジネスチャンス

を新市場に求めてきました。急成長市場を開拓する上で、企業は絶えずビジネスチャンスと自社のリス

ク許容度をてんびんにかけざるを得ませんでした。いかにして市場に参入するのかではなく、いかにし

て勝つのかが問題なのです」と述べています。 

事業の敏しょう性が業績向上につながる 

人件費と原材料費が高騰し、新たな規制による大きな負担が複数のセクターにのしかかっていること

から、回答者は、直面するリスクの第 2位として、コスト削減とそれに伴う利益水準に対する影響を挙

げています。企業は、製品やサービスの水準を落とさずにいかにしてコストを削減するか、難しい決断

を迫られています。 
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多国籍企業にとっては、主要市場でのコスト競争力の追求や新市場での成長のバランスを図り、グ

ローバルな視点からコストや事業拠点の見直しを進めることで、ビジネスチャンスが生まれる可能性が

あります。従って、世界経済が不安定な中にあっては、事業の敏しょう性が生き残りと発展には欠かせ

ません。先進国市場の経営幹部は、この事業の敏しょう性をビジネスチャンスの第 2位に挙げました。 

最も大きなビジネスチャンスとして挙げられたのはイノベーションでした。特に、急成長市場における

イノベーションに対する期待は大きく、新製品・サービスの展開という側面と、こうした市場における事業

手法自体のイノベーションという側面の両方において注目されています。このことは、急成長市場にお

ける研究開発費の支出が、先進国市場に比べて 4倍のスピードで伸びていることから見て取れます。 

アーンスト・アンド・ヤングのグローバル・パフォーマンス・インプルーブメント・リーダーであるスティー

ブ・ワトソンは、「革新的な企業は、イノベーションを推奨し、これに貢献する者にきちんと報いるような、

企業文化を主導し、方針を打ち立てることを組織的に行います。これが自社にとって何を意味するのか、

明確なビジョンを持つことがカギを握ります。提携や産学協同といった外部からの手助けもイノベーショ

ンに寄与します。イノベーションは他者との協働や異なる考え方をぶつけ合うことで生じるブレークスル

ーから生まれることが多いからです」と述べています。 

新規開拓による顧客の拡大 

企業はまた、ソーシャルメディアといった新しいマーケティングチャネルの出現ビジネスチャンスとして

捉えています。新しいマーケティングチャネルは、2011年のビジネスチャンス第 8位から第 4位に上昇

しました。このことは特に急成長市場で事業展開する企業に該当しますが、リスクも避けて通ることはで

きません。新しいテクノロジーは、2011年のリスク第 5位から順位を下げたものの、いまだ第 9位と、ト

ップ 10位以内にとどまっています。  

アーンスト・アンド・ヤングのITリスク・アンド・アシュアランス・リーダーである、ポール・ヴァン・ケッセ

ルは、「企業が新しいテクノロジーの活用を考えるとき、これに伴うリスクを見落とす危険性があります。

企業はこれまでにもバーチャル化、クラウドコンピューティング、ソーシャルメデイア、モバイル、その他

の新しいテクノロジーに対応してきましたが、いずれのケースでも企業は情報セキュリティ対策において

絶えず遅れを取ってきました。そのため、情報セキュリティ上の対応の遅れはこれまでになく深刻なもの

になっています」とコメントしています。 

利害関係者との信頼関係－より広範な配慮が求められる 

マクロレベルで見ると、企業が直面するリスクの第 6位に、ビジネスにおける政府の役割の拡大が挙

げられ、2011年の第 7位からその順位を上げています。特に金融セクターにおける規制の強化が一部

起因していますが、政府の積極的な関与が増している急成長市場でも広く見られます。これによって競

争の性質が変わる可能性があります。中国を例に挙げると、国家が国内の産業基盤を支えるため、一

部の多国籍企業は現地の企業と合弁を組むことが求められています。そのため、政府の政策に精通す

るだけでなく、政府と良好な関係を維持することが、企業にとってますます重要になっています。 

政府の役割の拡大に続き、規制とコンプライアンスが、直面するリスクの第 7位に入りました。2011

年の第 1位からは順位を下げていますが、金融危機後、企業が自身のアカウンタビリティをより広く捉

えるようになったことが、CSRや公衆の信頼の活用をビジネスチャンスとして見ていることにも表れてい

ます。これは新たに第 8位にランクインした項目です。今では多くの機関投資家が、長期投資の実行可

能性に影響を及ぼしかねない環境問題や社会問題といった分野で、さらなる透明性を求めています。 
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アーンスト・アンド・ヤングの欧州・中東・インド・アフリカにおけるリスク・リーダーを務める、ジョナサ

ン・ブラックモアは「現場ではこの思考の変化をはっきりと感じます。過去を振り返ることからシフトし、将

来を見越してリスクを見定めているのです。企業は今、どの規制が自社の事業に影響するかを理解し、

コスト削減のため、各市場の『日常業務』の一部としてこれらのコンプライアンスの問題を管理・統制す

る方法を見いだそうとしています。各規制を個々の特別なプロジェクトとして取り扱うのとは反対の動き

です」と述べています。 

2015年、そして今後の企業の課題を見据え、ミラーは、「調査で浮き彫りになったのは、より多くの企

業が、先進国市場の長期的な低迷だけでなく、自社が世界経済や市場の変動にますますさらされてい

ることを受け入れつつあるということです。そして、この新たな現状から新たなリスクとビジネスチャンス

が生まれており、企業はこれに対して積極的に関与し、戦略を立てなければなりません。主要市場の多

くは互いに密接につながっており、世界経済の不透明さが晴れるのを待つことは、もはや選択肢にはな

らないのです」と結論付けています。 

 さらなる情報や報告書のダウンロードには、www.ey.com/businesspulseをご覧ください。  

以上 

Notes to Editors 

2013年のリスクおよびビジネスチャンストップ 10 

順位 リスク（2013年） ビジネスチャンス（2013年） 

1 価格決定へのプレッシャー 製品、サービス、事業のイノベーション 

 

2 コスト削減とその利益水準に対する影響 新興市場における需要の拡大 

3 マーケットリスク プロセス、ツール、教育研修への投資による生産

性向上の実現 

4 マクロ経済リスク: 世界経済の成長見通しの悪化・

不安定化  

新しいマーケティングチャネル（コミュニケーション・

流通・販売の経路） 

5 人材・技能不足への対応 業務横断型戦略のより効果的な実施 

6 政府の役割の拡大 ITへの投資 

7 規制・コンプライアンス 優れた IR活動（インベスターリレーションズ） 

8 公的債務: 緊縮財政や公的債務危機の影響 CSR とパブリックコンフィデンス（信頼される企業）

への取り組み強化 

9 新しいテクノロジー クリーンテクノロジーへの投資 

10 政治的混乱 主要機能のグローバルな最適化と再配置 

 

http://www.ey.com/businesspulse
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About Ernst & Young's Advisory Services 
The relationship between risk and performance improvement is an increasingly complex and central business challenge, with 

business performance directly connected to the recognition and effective management of risk.Whether your focus is on 

business transformation or sustaining achievement, having the right advisors on your side can make all the difference.Our 

25,000 advisory professionals form one of the broadest global advisory networks of any professional organization, delivering 

seasoned multidisciplinary teams that work with our clients to deliver a powerful and superior client experience.We use 

proven, integrated methodologies to help you achieve your strategic priorities and make improvements that are sustainable 

for the longer term.We understand that to achieve your potential as an organization you require services that respond to 

your specific issues, so we bring our broad sector experience and deep subject matter knowledge to bear in a proactive and 

objective way.Above all, we are committed to measuring the gains and identifying where the strategy is delivering the value 

your business needs.It’s how Ernst & Young makes a difference. 

アーンスト・アンド・ヤングについて 

アーンスト・アンド・ヤングは、アシュアランス、税務、トランザクションおよびアドバイザリーサービスなどの分野における世界的

なリーダーです。全世界の 16万 7千人の構成員は、共通のバリュー（価値観）に基づいて、品質において徹底した責任を果た

します。私どもは、クライアント、構成員、そして社会の可能性の実現に向けて、プラスの変化をもたらすよう支援します。 

「アーンスト・アンド・ヤング」とは、アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドのメンバーファームで構成されるグローバ

ル・ネットワークを指し、各メンバーファームは法的に独立した組織です。アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドは、英

国の保証有限責任会社であり、顧客サービスは提供していません。 詳しくは、ey.com にて紹介しています。 

This news release has been issued by EYGM Limited, a member of the global Ernst & Young organization that also does not 

provide any services to clients. 


